
省

令

第
七
条
第
一
項
の
表
第
三
号
中
「
記
録
（
」
の
下
に
「
イ
か
ら
ト
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、」を
加
え
、

同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

チ

工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お
い
て
貯
蔵
し
よ

う
と
す
る
使
用
済
燃
料
の
記
録

払
出
し
の
都
度

当
該
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵

を
委
託
す
る
使
用
済
燃
料

貯
蔵
事
業
者
に
記
録
を
引

き
渡
す
ま
で
の
期
間

\

外
観

]

最
高
燃
焼
度

^

取
出
し
か
ら
容
器
へ
の
封
入
ま
で
の
期
間

_

使
用
済
燃
料
を
封
入
し
た
容
器
内
に
お
け

る
当
該
使
用
済
燃
料
の
配
置

平成™™年�月˜日 木曜日 (号外第˜š 号)官 報

２

特
許
仮
実
施
権
原
簿
に
お
け
る
登
録
の
前
後
は
、
同
一
の
区
（
第
七
条
の
二
第
四
項
の
乙
区
又
は
同
条
第
五
項

の
丙
区
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
し
た
登
録
相
互
間
に
つ
い
て
は
順
位
番
号
、
別
の
区
に
し
た

登
録
相
互
間
に
つ
い
て
は
受
付
の
年
月
日
及
び
受
付
番
号
（
登
録
の
一
方
に
受
付
の
年
月
日
及
び
受
付
番
号
の
記

載
が
な
い
と
き
は
受
付
の
年
月
日
と
登
録
年
月
日
）
に
よ
る
。

第
四
条
第
四
項
及
び
第
五
項
中
「
第
一
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
一
条
の
三
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
六
条
中
「
表
示
」
の
下
に
「
、
命
令
書
又
は
嘱
託
書
の
受
付
の
年
月
日
、
受
付
番
号
」
を
加
え
る
。

第
五
十
二
条
中
第
十
項
を
第
十
一
項
と
し
、
第
七
項
か
ら
を
第
九
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
六
項
の
次

に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７

特
許
登
録
令
第
三
十
一
条
又
は
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
よ
り
特
許
仮
実
施
権
原
簿
の
事
項

欄
に
登
録
を
す
る
と
き
は
、
前
二
項
に
規
定
す
る
事
項
の
ほ
か
、
債
権
者
、
受
益
者
又
は
委
託
者
の
氏
名
又
は
名

称
及
び
住
所
又
は
居
所
並
び
に
代
位
の
原
因
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
十
条
第
三
項
中
「
番
号
）」の
下
に
「
、
申
請
書
の
受
付
の
年
月
日
、
受
付
番
号
」
を
加
え
る
。

様
式
第
一
中
「
第
一
条
の
二
関
係
」
を
「
第
一
条
の
三
関
係
」
に
改
め
る
。

様
式
第
一
の
二
中
「第

一
条
の
二
関
係

」
を
「第

一
条
の
三
関
係

」
に
改
め
る
。

（
実
用
新
案
登
録
令
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

実
用
新
案
登
録
令
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
三
条
第
三
項
中
「
か
ら
第
六
項
ま
で
」
を
「
か
ら
第
七
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条

第
二
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
中
「
第
一
条
の
二
第
四
項
」
を
「
第
一
条
の
三
第
四
項
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
項
の
前
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

特
許
登
録
令
施
行
規
則
第
一
条
第
一
項
（
登
録
の
前
後
）
の
規
定
は
、
実
用
新
案
に
関
す
る
登
録
に
つ
い
て
準

用
す
る
。

（
意
匠
登
録
令
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

意
匠
登
録
令
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
三
十
五
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
三
項
中
「
か
ら
第
六
項
ま
で
」
を
「
か
ら
第
七
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条

第
二
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
中
「（
昭
和
三
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
三
十
三
号
）
第
一
条
の
二
第

四
項
」
を
「
第
一
条
の
三
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
項
の
前
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

特
許
登
録
令
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
三
十
三
号
）
第
一
条
第
一
項
（
登
録
の
前
後
）
の

規
定
は
、
意
匠
に
関
す
る
登
録
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
商
標
登
録
令
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

商
標
登
録
令
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
三
十
六
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
第
三
項
中
「
か
ら
第
六
項
ま
で
」
を
「
か
ら
第
七
項
ま
で
」
に
、「
同
規
則
」
を
「
同
令
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
中
「
第
一
条
の
二
第
四
項
」
を
「
第
一

条
の
三
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
項
の
前
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

特
許
登
録
令
施
行
規
則
第
一
条
第
一
項
（
登
録
の
前
後
）
の
規
定
は
、
商
標
に
関
す
る
登
録
に
つ
い
て
準
用
す

る
。附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

別
の
区
（
特
許
登
録
令
施
行
規
則
第
七
条
第
一
項
、
実
用
新
案
登
録
令
施
行
規
則
第
二
条
の
二
第
一
項
、
意
匠
登

録
令
施
行
規
則
第
三
条
第
一
項
並
び
に
商
標
登
録
令
施
行
規
則
第
三
条
第
一
項
及
び
第
三
条
の
二
第
一
項
の
甲
区
、

乙
区
、
丙
区
又
は
丁
区
を
い
う
。）に
し
た
登
録
の
双
方
に
登
録
年
月
日
の
記
録
が
あ
る
登
録
相
互
間
（
登
録
の
双
方

に
受
付
の
年
月
日
及
び
受
付
番
号
が
な
い
も
の
を
除
く
。）に
つ
い
て
の
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
特
許
登
録

令
施
行
規
則
（
以
下
「
新
特
許
登
録
令
施
行
規
則
」
と
い
う
。）第
一
条
第
一
項
（
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の

実
用
新
案
登
録
令
施
行
規
則
第
三
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
意
匠
登

録
令
施
行
規
則
第
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
及
び
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
商
標
登
録
令
施
行

規
則
第
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
新
特
許
登
録
令
施
行
規

則
第
一
条
第
一
項
中
「
受
付
の
年
月
日
及
び
受
付
番
号
（
登
録
の
双
方
に
受
付
の
年
月
日
及
び
受
付
番
号
の
記
録
が

な
い
と
き
は
登
録
年
月
日
、
登
録
の
一
方
に
受
付
の
年
月
日
及
び
受
付
番
号
の
記
録
が
な
い
と
き
は
受
付
の
年
月
日

と
登
録
年
月
日
）」と
あ
る
の
は
、「
登
録
年
月
日
」
と
す
る
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
四
十
二
号

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
三
十

四
条
、
第
三
十
五
条
第
一
項
及
び
第
四
十
三
条
の
十
七
の
規
定
に
基
づ
き
、
実
用
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に

関
す
る
規
則
及
び
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
の
事
業
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
七
月
一
日

経
済
産
業
大
臣

Æ
嶋

正
行

実
用
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
及
び
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
の
事
業
に
関
す
る
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

（
実
用
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

実
用
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
七
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
四
十
一
号

特
許
登
録
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
三
十
九
号
）、
実
用
新
案
登
録
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
四
十
号
）、
意
匠

登
録
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
四
十
一
号
）
及
び
商
標
登
録
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
四
十
二
号
）
を
実
施
す
る

た
め
、
特
許
登
録
令
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
七
月
一
日

経
済
産
業
大
臣

Æ
嶋

正
行

特
許
登
録
令
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
特
許
登
録
令
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

特
許
登
録
令
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
三
十
三
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
一
章

特
許
原
簿
の
調
製
方
法
（
第
一
条
e

第
九
条
）」を
「
第
一
章

総
則
（
第
一
条
）

第
一
章
の
二

特
許
原
簿
の
調
製
方
法

（
第
一
条
の
二
e

第
九
条
）」に
改
め
る
。

第
一
条
の
二
を
第
一
条
の
三
と
し
、
第
一
条
を
第
一
条
の
二
と
す
る
。

第
一
章
を
第
一
章
の
二
と
し
、
同
章
の
前
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
一
章

総
則

（
登
録
の
前
後
）

第
一
条

特
許
登
録
原
簿
に
お
け
る
登
録
の
前
後
は
、
同
一
の
区
（
第
七
条
第
一
項
の
甲
区
、
乙
区
、
丙
区
又
は
丁

区
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
し
た
登
録
相
互
間
に
つ
い
て
は
順
位
番
号
、
別
の
区
に
し
た
登
録

相
互
間
に
つ
い
て
は
受
付
の
年
月
日
及
び
受
付
番
号
（
登
録
の
双
方
に
受
付
の
年
月
日
及
び
受
付
番
号
の
記
録
が

な
い
と
き
は
登
録
年
月
日
、
登
録
の
一
方
に
受
付
の
年
月
日
及
び
受
付
番
号
の
記
録
が
な
い
と
き
は
受
付
の
年
月

日
と
登
録
年
月
日
）
に
よ
る
。
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